
片

岡

王

寺

と

尼

寺

廃

寺

東

野

ム

ロ

、》
{
●

之

一

は
じ

め

に

二

片
岡
王
寺
の
性
格

奈
良
県
王
寺
町
に
遺
跡
を
と
ど
め
る
片
岡
王
寺
は
、
七
世
紀
末
に
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ

る
白
鳳
寺
院
で
、
戦
前
の
現
地
観
察
な
ど
か
ら
、
東
向
き
の
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
を
持
つ
こ

　
　

　

と
が
判
明
し
て
い
る
。
そ
の
南
方
、
香
芝
市
尼
寺
で
は
、
近
年
尼
寺
廃
寺
跡
の
調
査
が
進
み
、

こ
れ
も
東
向
き
の
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
を
持
つ
尼
寺
北
廃
寺
と
、
南
向
き
の
法
隆
寺
式
伽
藍

　
　

　

配
置
を
持

つ
同
南
廃
寺

の
所
在
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
特
に
北
廃
寺

の
壮
大
な
塔
跡
と
心
礎

上

の
鎮
壇
具

の
発
見
は
、
発
見
当
時
大
き
な
話
題
と
な
り
、
寺
名
比
定

を
め
ぐ
り
議
論
を
呼

ん
だ
。

こ
の
内
、
片
岡
王
寺

に
関
し
て
は
、
か

つ
て
渡
来
系

の
大
原
史
氏

の
寺
と
す

る
説
が
有
力

　
ヨ

　

で
あ

っ
た
が
、
現
在

で
は
敏
達
系
王
族
、
大
原
真
人
氏
の
寺
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。

　
　

　

ま
た
尼
寺
廃
寺
に

つ
い
て
は
、
飛
鳥
池
木
簡
に
み
え
る
波
若
寺
と
み
る
説
が
優
勢
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
片
岡
王
寺
を
め
ぐ
る
敏
達
系
王
族
建
立
説
に
は
、
史
料
の
取
り
扱

い
上
、
な
お
問

題
が
残

っ
て
お
り
、
尼
寺
廃
寺

に
関
し
て
は
、
そ
の
建
立
背
景
な
ど
解

明
を
要
す
る
と

こ
ろ

が
あ
る
。
本
稿

で
は
そ
れ
ら

の
諸
点
に

つ
い
て
、
主
に
文
献
史
料
か
ら
も
う

一
度
検
討
を
加

え

て
み
た

い
。

片
岡
王
寺

の
初
見

史
料
と
し
て
有
名
な
の
は
、

　
ら

　

記

で
あ
る
。
ま
ず
そ

の
全
文
を
左
に
掲
げ
る
。

法
隆
寺
に
蔵
せ
ら
れ
る
観
世
音
菩
薩
造
像

(表
)
甲
午
年
三
月
十
八
日
鵤
大
寺
徳
聡
法
師
片
岡
王
寺
令
弁
法
師

飛
鳥
寺
弁
聡
法
師
三
僧
所
生
父
母
報
恩
敬
奉
観
世
音
菩
薩

像
依
此
小
善
根
令
得
元
生
法
忍
乃
至
六
道
四
生
衆
生
倶
成
正
覚

(裏
)
族
大
原
博
士

百
済
在
王

此
土
王
姓

こ
の
銘
文
は
、
も
と
観
音
像

の
光
背
な
ど
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

現
在
は
像
を
失

っ
て

い
る
。
全
文
を
書
き
下
せ
ば
次
の
よ
う

に
な
ろ
う
。

甲
午
年

(持
統

天
皇
八
年
、
六
九
四
年
)
三
月
十
八
日
、
鵤
大
寺

の
徳
聡
法
師
、
片
岡

王
寺

の
令
弁
法

師
、
飛
鳥
寺

の
弁
聡
法
師

の
三
僧
、
所
生

の
父
母
の
報
恩
に
、
敬

い
て

観
世
音
菩
薩
像

を
奉
る
。
此

の
小
善
根

に
依
り
、
元
生
の
法
忍
を
得
し
め
、
乃
至
六
道

の
四
生
の
衆
生

、
倶

に
正
覚
を
成
さ
ん
こ
と
を
。
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族
は
大
原
博
士
。
百
済
に
王
在
り
、
此
の
土
に
は
王
姓
。

表
面
は
文
意

の
上

で
特

に
問
題
と
な
る
点
は
な

い
が
、
「奉
」
字
に

つ
い
て
は
下
に

「作
」

な
ど
を
脱
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と

の
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し

「奉
」

一
字

で

「
つ
か
え
ま

つ
る
」
と
読

み
う
る
こ
と
は
、
『類
聚
名
義
抄
』

の
訓

「
つ
か
ま

つ
る
」
か

　
　

　

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
「奉
」
は
造
立
し
た
こ
と
を
示
す
と
考
え

て
よ

い
。
裏
面

の

「族
大

原
博
士
」

に
関
し
て
は
多
く

の
議
論
が
あ

っ
た
が
、
「博
士
」
は
カ
バ
ネ

の
史
で
、
表
面

の

三
僧

の
出
自
が
、
百
済
系

の
大
原
史
氏

で
あ

っ
た

こ
と
を
意
味
す

る
と
解
し
て
よ

い
で
あ
ろ

　
　

　
う
。
大
原
史
氏
は
、
平
群
郡

一
帯
に
そ

の
居
住
が
確
か
め
ら
れ
、
法
隆
寺
関
連

の
他

の
遺
品

　
　

　

に
も
登
場
す
る
。

と
も
あ
れ
こ
の
銘
文

の
存
在
に
よ

っ
て
、
片
岡
王
寺

の
七
世
紀
末
に
お
け
る
存
在
が
知
ら

れ
、
百
済
系

の
大
原
史
氏
と
の
何
ら
か

の
関
わ
り
が
推
定

で
き
る
。
大

原
史
氏
は
、
従
来
、

片
岡
王
寺

の
中
世

の
縁
起

『放
光
寺
古
今
縁
起
』

(放
光
寺
縁
起
)
に
み
え

る
次

の
記
事
に

　
　

　

結
び
付
け
ら
れ
て
き
た
。

、
大
原
神
殿

一
宇

〈付
廊
七
間
二
面
〉

敏
達
天
皇
御
子
六
人
。
大
兄
皇
子
、
是
其
内
也
。
大
兄
皇
子

、
六
人
御
子
。
兄
門

部
王
先
腹
御
子
、
即
下
臣
家
、
賜
大
原
姓
。
弟
王
即
位
、
号
紆

明
帝
。
干
時
兄
王
、

頗
生
憂
根
。
継
母
聞
由
、
弥
生
怨
厭
。
窃
廻
機
急
、
読
諸
虐
臣

、
取
塊
含
口
、
縛
曲

納
積
、
乍
生
埋
穴
、
塞

口
築
墓
。
即
門
部
王
、
深
発
怨
念
、
大
生
葱
唄
、
心
通
蛇
心
、

身
成
毒
龍
、
忽
欲
珍
敵
。

一
人
謹
厚
、
欲
鎮
怨
霊
。
諸
卿
傭
仰

、
急
加
報
奏
。
官
司

+位
墓
所
、
捧
贈
号
。

(下
略
)

片
岡
王
寺

の
檀
越
で
あ
る
大
原
氏
が
、
そ

の
祖
門
部
王

の
崇
り
を
鎮

め
る
た
め
に
設
け
た

の
が
、
こ
の
大
原
神
殿
で
あ
る
と

い
う
。
門
部
王
を
祖
と
す
る
大
原
氏
と
、
大
原
史
氏
と
は
、

別

の
氏
族
と
す
る
後

述
の
よ
う
な
異
論
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
神
殿

(神
社
)
が
設
け
ら

れ
て
い
る
背
景
に
、
檀
越
氏
族
と
し
て
の

「
大
原
氏
」
が
あ

っ
た
こ
と
は
疑

い
な
か
ろ
う
。

こ
う
し
た
性
格

の
寺

が
、
「片
岡
王
寺
」
と
称
さ
れ
た
理
由

に
関
し
て
も
、
や
は
り

『放
光

寺
縁
起
』

の
説
く
と

こ
ろ
が
参
考
に
な
る
。
こ
の
縁
起
で
は
、
寺
の
草
創
を
、
敏
達
天
皇

の

皇
女
、
「片
岡
姫
王
」

(片
岡
女
王
)
に
結
び

つ
け
て
い
る
。
片
岡
王
寺

は
、
こ
れ
も
既
に
言

　む

わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
そ

の
片
岡
女
王
の
寺
と

い
う
意
で
あ
ろ
う
。
蛇
足
に
な
る
か
も
し
れ

な

い
が
、
八
世
紀
初
頭

で
も
皇
親

の
称
呼
と
し
て
男
女
を
明
示
し
な

い
例
が
あ
り
、
こ
れ
は

　　
　

七
世
紀
代
以
前

の
慣

行
を
受
け
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
片
岡
女
王
が
片
岡
王
と
呼
ば
れ
て

も
何
ら
問
題
は
な

い
。
現
に

『上
宮
記
』
逸
文

の
系
譜

で
は
、
聖
徳
太
子

の
娘

の
片
岡
女
王

が

「片
岡
王
」
と
表

記
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
王
の
名
を
冠
す

る
寺
の
例
と
し
て
は
、

『日
本
書
紀
』

(敏
達
六
年

〔五
七
七
〕
十

一
月
条
)

の

「大
別
王
寺
」

が
あ
る
。

　ヨ

た
だ
、
こ
れ
ま
で
説
が
あ
る
よ
う

に
、
片
岡
女
王
の
系
譜
に

つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。
敏

達

の
皇
女
に
片
岡
と

い
う
名

の
女
王
が

い
た
明
証
は
な
く
、
や
は
り
こ
れ
は
、
聖
徳
太
子

の

娘

の
片
岡
女
王
を
も

と
に
案
出
さ
れ
た
人
名
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
本
来
、
同
女
王

を
開
創
者
と
す
る
寺

で
あ

っ
た
が
、
そ

の
成
立
を
古
く
し
、
後
述

の
よ
う

に
敏
達
系
王
統
と

関
連
付
け
る
た
め
、
系
譜

の
改
鼠
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三

片
岡
王
寺
と
大
原
氏

片
岡
王
寺

の
性
格

に

つ
い
て

一
応

の
見
通
し
を
述

べ
た

の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
改
め
て
問

題
と
し
た

い
の
は
、
大
原
氏

の
性
格
で
あ
る
。
か

つ
て
通
説
で
あ

っ
た
百
済
系

の
大
原
氏
と

す
る
見
解

に
対
し
、
近
年
で
は
敏
達
系

の
皇
統
に

つ
な
が
る
大
原
真
人
氏
と
見
る
説
が
有
力

　の
　

と
な

っ
て

い
る
。
塚

口
義
信
氏
や
平
林
章
仁
氏

の
見
解
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
根
底
に
は
、

『放
光
寺
縁
起
』

の
再
評
価
が
あ

る
と

い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
説

で
は
、
ま
ず
片
岡
の
地
が
、
押
坂
彦
人
大
兄
王
、
茅
淳
王
な

ど
、
敏
達
系
王
族

の

墳
墓

の
地

で
あ

っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
又
敏
達
系

に
つ
な
が
る
釘
明

天
皇
が
営

ん
だ
百
済

宮
も
、
片
岡
と
同
じ
広
瀬
郡
の
百
済

の
地
に
あ

っ
た
と
考
え
、
片
岡
王

寺
造
営
以
前
か
ら
、

こ
の
地

の
周
辺
や
近
隣
を
敏
達
系
王
族

の
勢
力
範
囲
で
あ

っ
た
と
し

た
。
そ
の
上

で
、
『放

光
寺
縁
起
』
に
見
え
る
大
原
氏
を
、
天
平
十

一
年

(七
三
九
)
に
高
安

王
ら
が
賜
姓
さ
れ
て

生
れ
た
大
原
真
人
氏
に
結
び

つ
け
る

(『続
日
本
紀
』
同
年

四
月
甲
子
条
)
。
こ
の
高
安
王
ら

は
、
『本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
で
は
天
武
天
皇

の
皇

子
、
長
親
王

の
孫
と

な

っ
て

い
る
が
、
実

は
押
坂
彦
人
大
兄
王
の
子
、
多
良
王
の
後
商

で
、
河
内
王

(『日
本
書

紀
』
持
統
八
年

四
月

　
　
　

戊
午
条
な
ど
)

の
子

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
塚

口
氏

が
説
か
れ
た
よ
う
に
、

こ
の
多
良
王
が
茅
淳
王
の
別
称
と
す
れ
ば
、
大
原
真
人
氏
は
敏
達
の
皇

統
に

つ
な
が
る
こ
と

に
な
り
、

『放
光
寺
縁
起
』
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
述
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

『放
光
寺
縁
起
』

に
登
場
す
る
門
部
王
も
、
高
安
王
と
と
も
に
大
原
真
人
を
賜
姓
さ
れ
た
門

部
王
を
投
影
し
た
と
す
れ
ば
理
解
し
や
す

い
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
先

の
大
原
神
殿
も
大
原
真
人
氏
の
祖
霊
を
祀
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
平
林
氏
は
、

『放
光
寺
縁
起
』

に
見
え

る
片
岡
王
寺

の
長
者
が
、
氏
長
で
五
位

の
人
物

を
任
じ
る
定

め
と
な

っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
百
済
系

の
大
原
史
氏
が
五
位
以
上
に
登
る
こ
と

は
あ
り
え
ず
、
大
原
真
人
氏

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、

い
ず
れ
の
点
か
ら
し
て
も
大
原
真
人
氏

の
氏
寺
と
解
す
る

の
が
妥

当

の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
な
お
疑
問
が
な

い
わ
け

で
は
な

い
。

た
と
え
ば
、
片
岡

の

地
が
敏
達
系
皇
統
と
深

い
関
わ
り
を
有
す
る
に
し
て
も
、
訂
明
の
百
済

宮
が
こ
の
地
に
あ

っ

た
と
ま
で
は
考
え
に
く
く
、
や
は
り
百
済
大
寺

の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
桜
井

　お
　

市
吉
備
池
廃
寺
近
辺
に
、
そ
の
地
を
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
片
岡
の
地
に
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
、
片
岡
王
寺
が
敏
達
系
皇
統
氏
族
の
寺
院
と
は
即
断
で
き
な
い
。
ま
た
大
原
真
人
氏
を
檀

越
氏
族
と
み
る
場
合
、
法
隆
寺
蔵
観
世
音
菩
薩
造
像
記
で
み
た
百
済
系
の
大
原
史
氏
は
、
い

か
に
考
え
る
べ
き
か
と

い
う
問
題
が
生
じ
る
。
七
世
紀
後
半
に
確
か
め
ら
れ
る
大
原
史
氏
と

寺

の
関
係
を
、
全
く

の
偶
然
と
片
付
け
る
こ
と
が

で
き

る
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
考
慮
を
要

す
る
の
は
、
百
済
系

の
大
原
史
氏
が
、
大
原
真
人
氏
の
登
場
後
、
そ
の

系
譜
に

つ
な
げ

て
系

図
を
仮
冒
し
た
可
能
性
で
あ
る
。
な
ん
と

い
っ
て
も

『放
光
寺
縁
起
』

は
、
最
終
的
に
中
世

に
成
立
し
た
史
料

で
あ
り
、
系
譜
仮
冒
後
、
敏
達
系
皇
統
と

の
関
連
を

明
示
す
る
形
で
潤
色

さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な

い
。
現
に
遅
く
と
も
平
安
初
期
ご
ろ
ま
で

に
、
渡
来
系
氏
族
が
敏
達
系
皇
統
に
つ
な
げ
る
系
譜
捏
造
を
お
こ
な

っ
て
い
た
こ
と
が
、

『新

撰
姓
氏
録
』

(未
定

雑
姓
、
左
京
)

の
次

の
記
事

か
ら
証
せ
ら
れ
る
。

池
上
椋
人

淳
中
倉
太
珠
敷
天
皇

〈識
敏
達
〉
孫
、
百
済
王
之
後
也
。

池
上
椋
人
は
、
未

定
雑
姓
に
分
類
さ
れ
て
は

い
る
が
、
「椋
人
」
と

い
う

カ
バ
ネ
か
ら
み

て
、
渡
来
系

で
あ
る

こ
と
は
容
易
に
推
定

で
き
る
。
こ
こ
に
系
譜

の
仮
冒
が
あ
る
こ
と
は
明

瞭
で
あ
ろ
う
。
系
譜

類
に
は
右
に
見
た
よ
う
に
、
敏
達
天
皇

の
子
孫
と
し
て

「百
済
王
」
が

　め
　

あ
り
、

こ
れ
が
あ

る

い
は

「久
多
良
王
」

の

「久
」
を
脱
し
た
か
と
も

い
わ
れ
る
が
、
人
名

で
あ
れ
地
名

で
あ
れ

、
古

い
時
期
に

「
百
済
」
を
仮
名
書
き
す
る
例
は
管
見
に
入
ら
な

い
。

こ
れ
も

「多
良
王
」

を
も
と
に
、
百
済
系
渡
来
人
が
創
出
し
た
架
空
の
人
物

で
あ
ろ
う
。
こ

の

「百
済
王
」
は
、

『新
撰
姓
氏
録
』

に
大
原
真
人
氏

の
祖
と
し
て
も
登
場
す
る
が

(左
京

皇
別
。
同
族

の
島
根

真
人
条
で
は

「百
済
親
王
」
と
も
)
、
こ
の
事
実

は

『新
撰
姓
氏
録
』

の
大
原
真
人
氏

の
系

譜
も
、
仮
冒
か
ら
出
て

い
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
因
み
に
大
原
真

人
氏
と
同
祖

の
氏
族
と

し
て
、
池
上
真
人
が
あ
り

(左
京
皇
別
)
、
先

の
池
上
椋
人
と

の
対

応
が
興
味
深

い
。
と
も
か
く

「百
済
王
」
や

「
百
済
親
王
」
を
挿
入
す
る
系
譜
は
、
む
し
ろ

百
済
系

の
大
原
氏
に
淵
源
す
る
可
能
性
が
濃
厚

で
あ
り
、
平
安
時
代
以
降
の
大
原
真
人
氏
は
、

大
原
史
氏

の
少
な
か

ら
ぬ
部
分
と

一
体
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
放
光
寺

の
長
者

に
五
位
が
任
じ
ら
れ
る
点
は
ど
う
か
と

い
う

こ
と
に
な
る
が
、
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そ
れ
も
八
世
紀
ま

で
遡

る
慣
例
で
は
あ
る
ま

い
。
「長
者
」
と

い
う
役

職
名
自
体
、
奈
良
時

代
ま

で
の
史
料

で
は
見
か
け
ず
、

『放
光
寺
縁
起
』
に
並

ん
で
挙
げ
ら

れ

て
い
る

「執
行
」

や

「勾
当
」
と
と
も

に
、
古
く
か
ら
の
職
名
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。

こ
う
し

て
眺
め
る
と
、
片
岡
王
寺
を
大
原
真
人
氏

の
氏
寺
と

す
る
説

に
は
、
系
譜
や
縁
起

の
史
料
批
判
に
不
十
分
な
点

の
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。。
そ
う
な

る
と
、
む
し
ろ
か

つ

て
言
わ
れ
て

い
た
百
済
系

の
大
原
史
氏
と
の
関
係

こ
そ
、
改
あ

て
注
目

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。
片
岡
王
寺

の
檀
越
と
し
て
は
、
旧
説
に
立
ち
戻

っ
て
大

原
史
氏
を
挙
げ

る
べ
き

で
あ

ろ
う
。
た
だ
、
大
原
史
氏
が
片
岡
王
寺

の
檀
越
で
あ

っ
た
と
考
え

る
に

つ
い
て
は
、
大
原
史

氏
は
、
葛
下
川
を
挟
ん
で
片
岡
王
寺

の
東

に
寺
跡

の
残
る
西
安
寺

の
檀

越

で
あ
り
、
同
時

に

　ロ
　

片
岡
王
寺

の
檀
越
で
も
あ

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
と
す
る
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

論
拠
は
、
仁
安

三
年

(
一
一
六
八
)
十

一
月
十

二
日
付

の
土

地
売
券

(『平
安
遺
文
』
七
、

三
四
七
九
号
)
に
、
大
原
吉
宗
な
る
人
物
が
西
安
寺
跡
に
、
先
祖
以
来

相
伝

の
田
地
四
段
を

所
有
し

て
い
た
と
見
え

る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
平
安
末
期

の
こ
の
史

料
を
も

っ
て
、
大
原

史
氏
が
西
安
寺

の
檀
越
で
あ

っ
た
証
と
す
る
に
は
、
な
お
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

土
地
売
券

に

「先
祖
相
伝
之
所
領
」
と

い
う
の
は
、

い
わ
ば
常
套
句

で
あ
り
、
七
世
紀
以
来

の
こ
と
と
即
断
は
で
き
な
い
。
ま
た
こ
の

「大
原
」
が
真
人
姓
か
史
姓

か
も
定
か
で
は
な
い
。

　お
　

西
安
寺
跡
出
土
の
瓦
か
ら
、

こ
の
説
を
支
持
す
る
意
見
も
出
さ
れ
て

い
る
が
、
現
在
知
ら
れ

て
い
る
瓦

の
文
様
か
ら
言
え
る
の
は
、
こ
の
寺

の
創
建
が
七
世

紀
前
半

に
遡
る
こ
と
と
、
官

　ロ
　

営
造
瓦
工
房
と
の
つ
な
が
り
が
薄

い
と

い
う
点
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
、
特

に
檀
越
を
大
原
史

氏
に
限
定

で
き
る
よ
う
な
徴
証
は
見
当
た
ら
な

い
。
そ
れ
に
比

べ
れ
ば

、
七
世
紀

の
造
像
記

か
ら
片
岡
王
寺
と
大
原
史
氏

の
関
係
を
想
定
す
る
ほ
う

が
、
は
る
か
に
蓋
然
性

に
富
む
と

い

う

べ
き
で
は
あ

る
ま
い
か
。
そ
の
場
合
、
片
岡
女
王
と
大
原
更
と
の
関
係
を

い
か
に
理
解
す

る
か
で
あ
る
が
、
法
隆
寺

の
近
郊
に
展
開
し
、
法
隆
寺
と
も
縁

の
浅
か

ら
ぬ
大
原
氏
の
こ
と

で
も
あ
り
、
太
子
所
生

の
片
岡
女
王
を
養
育
す
る
よ
う
な
立
場

に
あ

っ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ

て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
女
王

の

「
片
岡
」
と

い
う
名

は
、
当
然
大
原
氏
ゆ
か
り
の

地
名
を
取

っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

四

片
岡
僧
寺
と
片
岡
寺

結
局
、
片
岡
王
寺

は
大
原
史
氏
が
片
岡
女
王
を
戴

い
て
創
立
し
た
と
見
ら
れ
る
が
、
史
料

に
現
れ
る
片
岡
僧
寺

や
片
岡
寺
と
の
関
係
は
、
ど
う
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
こ
れ

　　

ら

の
寺
名

は
、
片
岡

王
寺

の
別
名
と
見
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
し
か
し
片
岡
王

寺
に
お
け
る

「王
」

は
、
片
岡
王

(片
岡
女
王
)
に
由
来
す
る
以
上
、
た
や
す
く
省
略
さ
れ

る
べ
き
要
素
で
は
な

い
。
「
王
」
字
を
含
ま
な

い
そ
れ
ら

の
寺

々
は
、
別
寺
と
見
る
の
が
妥

当
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
も

一
部
で
説
が
あ

っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
片
岡
王
寺
の
や
や
南
方

に
あ
る
尼
寺
廃
寺
跡

に
所
在
し
た
寺
院
を
指
す
と
考
え
る
べ
き
も

の
と
思
う
。

尼
寺
廃
寺
跡
で
は
、

一
九
九

一
年
度
以
来
、
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
、
塔

・
金
堂
を
南
北

に
配
し
た
東
向
き

の
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
を
持

つ
尼
寺
北
廃
寺
と
、
通
常
の
法
隆
寺
式
伽
藍

配
置
を
持

つ
尼
寺
南

廃
寺
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
二
寺
は
、
主
と
し
て
出
土
瓦

の
検
討

か
ら
、
南
廃
寺
が
七

世
紀
半
ば
、
北
廃
寺

が
七
世
紀
後
半
の
建
立
に
な
り
、
平
安
時
代
前
期

ま

で
相
並
ん
で
機
能

し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
両
寺
に
使
わ
れ
た
文
様
瓦
も
同
筑

の
も

の

　れ
　

が
用

い
ら
れ
て
い
て
、
両
寺
が

一
対

の
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
は
疑

い
な

い
。

そ
の
寺
名

に
つ
い
て
は
、
遺
跡
発
掘

の
前
か
ら
、
南
廃
寺
跡
に
残
る
薬
師
堂

の
毘
沙
門
天

像
に
、華

厳
山
般
若
院

片
岡
尼
寺

開
山

皇
太
子
勝
塁
菩
薩
ナ
リ

(梵
字
)
毘
沙
門
天

皇
太
子
作
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　の
　

の
墨
書

の
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
て
き
た
。
即
ち

こ
れ
と

『上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
裏
書

や

『七
大
寺
巡
礼
私
記
』
薬
師
寺
条
に
見
え
る

「般
若
寺
」
を
結
び

つ
け

、
こ
こ
に
は
般
若
寺

が
あ

っ
た
と
考
え
る
説

が
有
力
で
あ

る
。
こ
の
寺

は
、

『七
大
寺
巡
礼

私
記
』

に

「亦
、
片

　お
　

岡
寺
と
号
す
」

(原
漢
文
)
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
片
岡
寺
と
呼
ば
れ
た

こ
と
も
判
明
す
る
。

北
廃
寺
と
南
廃
寺
が

一
体
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

こ
の
両
寺
が
般
若
寺
と
般
若

尼
寺

で
あ

っ
た
こ
と
は
動
か
な

い
で
あ

ろ
う
。
片
岡
寺
と

い
う
別
称

に

つ
い
て
は
、
か
ね
て

か
ら

「片
岡
僧
寺
」

や

「片
岡
王
寺
」
と

の
関
わ
り
が
議
論
さ
れ

て
き

た
が
、
前
記
の
よ
う

に
、
少
な
く
と
も
片
岡
王
寺
と
同

一
視
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

片
岡
僧
寺

の
場
合
、

こ
と
さ
ら

「
僧
」
を
付
し
て
呼
ば
れ
る
の
は
、
尼
寺
と
の
区
別
を
念
頭

に
置

い
た
と
解
さ
れ

る
か
ら
、
片
岡
寺
は
即
ち
尼
寺
北
廃
寺
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
天
平
十
九
年

(七
四
七
)

の
法
隆
寺
資
財
帳
が
、
聖
徳
太
子
に
結
び

つ
け
て

「片
岡
僧
寺
」
を
挙

げ
る
の
は
、
多
分
に

伝
説
的
な
記
載
で
あ
る
か
ら
、
瓦
か
ら
推
定
さ
れ
る
造
営
年
代
と

の
喰

い
違

い
は
問
題
と
す

る
に
当
た
る
ま

い
。
か
く

て
般
若
尼
寺

の
別
名
が

「片
岡
尼
寺
」
と
な

る
。
現
在

の

「
尼
寺
」

と

い
う
地
名
は
、
勿
論

こ
の
尼
寺

の
所
在

に
因
む
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
近
年
出
土
し
た
飛

鳥
池
遺
跡

の
木
簡

に
、
寺
名
の

一
つ
と
し
て

「波
若
寺
」
が
見
え

る
が
、

こ
れ
が
北
廃
寺
を

　タ

指
す
称

で
あ
る
こ
と
は
、
既
往

の
説
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

　
あ
　

と
こ
ろ
で
こ
の
両
寺

の
造
営

に
も
、
敏
達
系
王
族

の
関
与
を
想
定
す

る
見
解
が
あ
る
。
し

か
し
こ
れ
も
確
た
る
証
拠
が
あ
る
わ
け

で
は
な

い
。
な
る
ほ
ど
尼
寺
廃
寺

の
南
方
に
は
、
敏

達
系
王
族

の
墳
墓
と
み
ら
れ
る
牧
野
古
墳
や
平
野
古
墳
な
ど
が
営
ま
れ

て

い
る
が
、
寺
と
同

時
期
の
も
の
で
も
な
く
、
関
連
が
あ
る
と
断
ず
る
こ
と
は
む
ず
か
し

い
。
ま
た
こ
の
説
で
は
、

尼
寺
南
廃
寺
跡
出
土
の
瓦
に
、
敏
達
系

の
春

日
王
子

の
開
基
と
さ
れ
る
妙
見
寺
所
用
瓦
と
同

範

の
軒
丸
瓦
が
あ
り
、
こ
れ
も
傍
証
と
す
る
。
し
か
し
河
内
妙
見
寺

の
草
創
事
情

に
つ
い
て

詳

し
い
史
料
が
残

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
し
か
も
複
数
あ
る
文
様

瓦

の

一
つ
が
同
筑
と

い
う

の
み
で
は
、
何

ほ
ど
の
証
拠
力
が
あ
る
と

い
え
よ
う
か
。
む
し
ろ
南
廃
寺

の
創
建
期

の

軒
丸
瓦
が
坂
田
寺
と
同
筑
で
あ
る
こ
と
、
若
草
伽
藍
跡
と
同
様

の
手
彫

り
パ
ル
メ
ッ
ト
唐
草

文

の
軒
平
瓦
が
、

一
点

の
み
で
は
あ
る
が
、
南
廃
寺
周
辺
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

み
れ
ば
、
南
廃
寺
が
蘇
我
系
な

い
し
上
宮
王
家
系
の
勢
力
を
背
景
と
し
て
い
た
こ
と
も
十
分

考
え
ら
れ
よ
う
。
即
ち
坂
田
寺
は
鞍
作
氏

の
氏
寺
と
す
る
の
が
通
説

で
あ
り
、
筆
者
も
そ
れ

お

　

を
支
持
す
る
が
、
鞍
作
氏
は
飛
鳥
を
本
拠
と
す
る
渡
来
人
の

一
つ
で
、
蘇
我
氏

の
統
率
下
に

あ

っ
た
と
見
て
よ
い
。
ま
た
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
の
造
像
に
は
、

一
族

の
止
利
が
当
た

っ

て
い
て
、
聖
徳
太
子
と

の
関
わ
り
も
想
定

で
き
る
。
北
廃
寺

の
塔
心
礎
が
、
若
草
伽
藍
や
橘

寺

の
そ
れ
と
共
通
す

る
形
式
を
持

つ
こ
と
も
見
逃
せ
な

い
。

ま
た
先

の
説
で
は

、
嘉
保
二
年

(
一
〇
九
五
)
に
本
薬
師
寺
の
塔
跡
か
ら
出
土
し
た
仏
舎

利
三
粒
が
、
般
若
寺

(片
岡
寺
)
別
当
を
介
し
て
、
般
若
寺

の
塔
下
に
納
め
ら
れ
た
事
件

に

注
目
し
、
本
薬
師
寺

が
箭
明

(敏
達

の
孫
)

の
皇
子
で
あ
る
天
武
天
皇

の
発
願
に
か
か
る
と

こ
ろ
か
ら
、
般
若
寺

と
敏
達
系
皇
統
と

の
関
わ
り
が
う
か
が
え
る
と
説
く
。
し
か
し
、

こ
れ

は
史
料
の
誤
読
に
基

づ
く
解
釈

で
、
従
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
即
ち
こ
の
説
の
拠
り
ど

こ
ろ

と
な

っ
た

『七
大
寺

巡
礼
私
記
』

(薬
師
寺
金
堂
条
)
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

金
銅
五
重
塔

一
基

〈高
三
尺
許
〉
、
在
金
堂
内
坤
角
。
斯
塔
内
有
金
銅
六
角
台

(注
略
)
。

其
上
置
金
銅
壷

(注
略
)
。
彼
壷
中
有
白
瑠
璃
壷
。
納
仏
舎
利
三
粒
。
大
如
小
角
豆
、

皆
白
色
也
。
保
延
六
年
三
月
十
五
日
始
以
拝
見
。
抑
去
嘉
承
年
中
巡
礼
之
日
、
不
拝
舎

利
、
無
此
塔
。

傍
尋
子
細
之
処
、
堂
童
子
語
云
、

(中
略
)
同
十

一
月
三
日
、
遣
薬
師

寺
十
僧
忠
能
、
尋
古
塔
之
跡
、
自
心
柱
礎
中
所
奉
堀
出
也
。
其
後
別
当
法
眼
、
為
安
斯

舎
利
、
触
般
若

寺
別
当
、
迎
彼
寺

之
塔
、
所
被
安

置
也
。
件

般
若
寺
、
亦
号
片
岡
寺

〈云

々
〉
。

先

の
説
で
は
、
末

尾
に
近

い

「迎
彼
寺
之
塔
、
所
被
安
置
也
」
を
、
「彼
寺

の
塔

に
迎
え

て
、
安
置
せ
被
る
る
所
也
」
と
読
ん
で
、
般
若
寺

の
塔
に
納
め
ら
れ
た
と
取
る
の
で
あ
る
が
、

　　
　

既
に
早
く
福
山
敏
男

氏
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
は

「彼
寺

の
塔
を
迎
え
て
」
と
読
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ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
塔
と
は
、
最
初
に
見
え
る
金
銅
五
重
塔

で
あ

っ
て
、
舎
利

は
般
若
寺

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

こ
の
小
塔

に
納

め
ら
れ
、
薬
師
寺

の
金

堂
に
安
置
さ
れ
て

い

た
。
そ
う

で
あ
れ
ば
こ
そ

『七
大
寺
巡
礼
私
記
』

の
作
者
は
、
保
延

の
巡
礼
時
に
薬
師
寺

で

舎
利
を
拝
せ
た
わ
け
で
あ
る
。

勿
論
こ
の
よ
う
に
誤
り
を
正
し
た
と
こ
ろ
で
、
般
若
寺
と
薬
師
寺

の
関
係
が
解
消
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
般
若
寺
と
敏
達
系
王
族
と

の
つ
な
が
り
は
、
舎

利
が
直
接
般
若
寺

の

塔
下
に
納
め
ら
れ
た
と
す
る
こ
と
で
、
辛
う

じ
て
推
測
で
き
る
程
度
の
も

の
で
し
か
な
か

っ

た
。
そ
も
そ
も
こ
の
時
期
、
薬
師
寺

に
敏
達
系
と
い
う
観
念
が
あ

っ
た
か
否
か
も
疑
わ
し
く
、

あ
え
て
敏
達
系
王
族
を
持
ち
出
し
て
ま
で
解
釈
す

べ
き
こ
と
で
は
な

い
と
言
う

べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
般
若
寺
を
敏
達
系
皇
統
に
結
び

つ
け
る
根
拠
は
極
め

て
薄
弱
で
あ
る
。
そ

こ
で
改

め
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
に
も
推
測
し
た
蘇
我
氏
や
上
宮
王
家
と

の
関
係
で
あ
ろ

う
。
特
に
こ
の
寺
が
、

『延
暦
僧
録
』

(上
宮
聖
徳
皇
太
子
菩
薩
伝
)
に
お
け
る
よ
う

に
、
早

く
か
ら
太
子
建
立
七
寺

の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
の
は
注
意
さ
れ
る
。
し
か
も

後
世
に
は
、
か
え

っ
て
太
子
建
立
七
寺

の
中

に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
四
十
六
箇
寺
の

一
つ
に
止
ま

っ
た
こ
と
は
、
こ
の
伝
え
が
太
子
信
仰

の
進
展
に
よ

っ
て
付
加
さ
れ
た
も

の
で

は
な
く
、
古
く
生
じ

て
後

に
は
力
を
失

っ
て
い

っ
た
こ
と
を
示
唆

し
て

い
る
。

「片
岡
僧
寺
」

の
名
が
、
法
隆
寺
資
財
帳
に
の
み
見
え
る
の
も
、
伝
え
の
古
さ
を
う
か

が
わ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら

の
点
を
勘
案

し
て
思

い
浮
か
ぶ
の
は
、
片
岡

の
地
が
、
著
名

な
飢
人
伝
承
を
介
し

て
聖
徳
太
子
と
結
び

つ
く

こ
と

で
あ
る
。
飢
人
伝
承
が
あ
る
か
ら
と

い

っ
て
、
片
岡
が
上
宮

王
家
に
と

っ
て
特
別
な
意
味
を
持

つ
土
地

で
あ

っ
た
証
と
は
い
え
な

い
が
、
伝
承
の
舞
台
と

な
る
だ
け
の
ゆ
か
り
が
あ

っ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
縁
で
、
た
と
え
太
子
在
世

中
で
は
な
く

て
も
、
上
宮
王
家
や
蘇
我
系

の
勢
力
に
よ

っ
て
、
こ
の
地

に
寺
院
造
営
が
行
わ

れ
た
と

み
る

の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

の
際
、
改
め
て
注
意

さ
れ
る

の
は
、

『上
宮

聖
徳
法
王
帝
説
』
裏
書

に
み
え
る

「般
若
寺
」

で
あ

る
。
そ
こ
で
は
孝

徳
天
皇

の
病
気
平
癒

を
祈

っ
て
、
蘇
我
日
向
が
般
若
寺
を
創
建
し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
所
在

地
は
福
山
敏
男
氏

の

研
究
に
よ
り
、
福
岡
県

(塔
原
廃
寺
跡
)

に
求
め
る
の
が
通
説
と
な

っ
て
き
た
。
福
山
氏
は
、

一
旦
般
若
寺
と
片
岡
王
寺
と
の
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
、
片
岡
女
王
ゆ
か
り
の
片
岡
王
寺
が
、

　　

蘇
我
日
向

の
創
建
で
あ
る
は
ず
が
な

い
と
し
て
、
双
方

の
関
係
を
否
定
さ
れ
た
。
し
か
し
こ

の
福
山
氏

の
論
は
、
尼
寺
廃
寺
の
調
査
が
進

み
、
片
岡
王
寺
が
般
若
寺
と
は
別
寺
と
確
定
し

た
現
在
、
明
ら
か
に
成
り
立
た
な
く
な

っ
て
い
る
。
蘇
我
日
向
は
確
か
に
大
宰
府
に
赴
任
し

た
が
、
そ

の
根
拠
地

が
大
和
に
あ

っ
た

こ
と
は
間
違

い
な
く
、
彼

の
発
願
に
な
る
寺
が
大
和

に
建
立
さ
れ
て
も
な

ん
ら
不
思
議
で
は
な

い
。
尼
寺
廃
寺
が
蘇
我
日
向
創
建

の
般
若
寺
で
あ

る
可
能
性
こ
そ
、
改

め
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

五

お
わ
り
に

以
上
、
考
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

1
、
片
岡
王
寺

は
聖
徳
太
子
の
娘
、
片
岡
女
王

の
開
創
に
か
か
る
が
、
実
質
的
に
は
百
済
系

の
大
原
史
氏
を
檀
越
と
す
る
寺
で
あ
ろ
う
。
大
原
史
氏
は
、
の
ち
に
大
原
真
人
氏
を
仮

冒
す

る
よ
う
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、
尼
寺
北
廃
寺
は
、
南
廃
寺
と
対
を
な
し
、
法
隆
寺
資
財
帳
に
見
え
る
片
岡
僧
寺
と
考
え

ら
れ
る
。
南
廃
寺
は
、
片
岡
尼
寺
と

の
伝
え
を
持
ち
、
僧
寺
と

一
体
で
造
営
さ
れ
た
尼

寺
で
あ
ろ
う
。
両
寺

は
般
若
寺

・
般
若
尼
寺
と
呼
ば
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

3
、
般
若
寺

・
般
若

尼
寺

の
檀
越
勢
力
と
し
て
は
、
蘇
我
氏
な

い
し
上
宮
王
家
と
関
わ
り
深

い
氏
族
が
想
定

で
き
る
。
蘇
我
日
向

が
建
立
し
た
般
若
寺
と

の
関
係
も
再
検
討
さ
れ
て

よ

い
。

こ
の
他
、
片
岡
王

寺
跡

や
そ
の
所
用
瓦
を
焼

い
た
瓦
窯
の
発
掘
調
査
で
は
、
長
屋
王
邸

で

使
わ
れ
た
と
同
範
の
瓦
や
、
平
城
宮
大
極
殿
と
同
筑
の
鬼
瓦
が
見

つ
か
る
な
ど
、
こ
の
寺
が

奈
良
時
代
に
は
、
朝

廷
や
貴
族
と

の
間
に
親
密
な
関
係
を
有
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
資
料

　　
　

が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
片
岡

の
地
に
所
領
を
有
し
た
長
屋
王
家
や
、
そ
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の

あ

と

を

襲

っ
た

貴

族

勢

力

と

の
関

係

を

物

語

る

の

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

が

、

今

後

の

調

査

の

進

展

を

待

っ
て

さ

ら

に
考

え

て

ゆ

く

べ

き

課

題

で
あ

ろ

う

。

そ

の

展

開

次

第

で

は

、

『放

光

寺

古

今

縁

起

』

に

登

場

す

る

門

部

王

に

関

し

て

も

、

長

屋

王

の

弟

の
門

部

王

と

関

係

付

け

る
余

地

が

生

じ

る

か

も

し

れ

な

い
。

と

も

あ

れ

史

料

の
少

な

い
中

で

の
考

察

で
あ

り

、

右

の
私

見

が

絶

対

で
あ

る

と

は

思

わ

な

い

が

、

既

に
指

摘

し

た

と

お

り

、

こ

の
地

域

の
寺

院

を

専

ら

敏

達

系

皇

統

に

引

き

付

け

て

解

釈

す

る

諸

説

に

は

、

史

料

批

判

を

め
ぐ

っ
て

疑

問

を

禁

じ
え

な

い
と

こ

ろ
が

あ

り

、

筆

を

執

っ

た

。

諸

賢

の
指

正

を

賜

わ

れ

ば

幸

い

で

あ

る

。

注

(
1
)
石

田
茂
作

『飛
鳥

時
代
寺

院
趾

の
研
究
』
、
聖
徳
太
子
奉
賛
会
、

一
九

三
六
年

。

(
2
)
香
芝
市

教
育
委
員
会

『香

芝
市
埋
蔵

文
化
財
発
掘

調
査
概
報
』

17

(
二
〇
〇
四
年
)
、
奈
良

県
立
橿

原
考
古
学
研
究
所

『大
和

を
掘

る
』

22

(
二
〇
〇
四
年
)
。

(
3
)
王
寺
町
史
編
集
委
員
会

『新

訂

王
寺
町
史
』
本
文
編

(ぎ

ょ
う

せ

い
、

二
〇
〇
〇
年

)
歴
史
編
第

一
章
第

一
節

(平
林
章
仁
氏
執
筆

)
な
ど
。

(
4
)
伊
藤
敬
太
郎

・
竹
内
亮

「
飛
鳥
池

遺
跡
出
土

の
寺
名
木
簡

に

つ
い
て
」

(
『南
都
仏

教
』

七
九
号
、

二

〇
〇
〇
年
)
。

(
5
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館

『飛
鳥

・
白
鳳

の
在
銘
金
銅
仏
』

(
一
九

七
七
年

)
参

照
。

(
6
)
拙
稿

「
飛
鳥
時
代
木
簡
と
上
代
語
」

(奈
良

県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

『橿
原
考
古
学

研
究
所

論
集
』

第

十
五
、
八
木
書
店
、

二
〇
〇
八
年
)
。

(7
)
拙
稿

「
大
宝
令
前

の
官
職

を
め
ぐ

る
二
、
三

の
問
題
」

(
『長
屋

王
家
木
簡

の
研
究
』
、
塙
書

房
、

一

九

九
六
年
)
、
加
藤
謙
吉

『大
和
政
権
と

フ
ミ
ヒ
ト
制
』

(吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
二
年
)

四
四
頁
、
六

九
頁

。

(
8
)
前

注
拙
稿
及

び
拙
稿

「
法
隆
寺
伝

来

の
幡
墨

書
銘
」

(
『日
本
古

代
金
石
文

の
研
究
』
、
岩
波
書
店

、

二
〇
〇
四
年

)
参
照
。

(
9
)

『放

光
寺
古

今
縁
起
』

の
引

用
は
、
注

3
前

掲
書
資

料
編

に
よ

る
。
〈

〉
内

は
割

注

の
文

で
あ

る

(
下
文

の
引
用
史
料
に

つ
い
て
も
同
様
)
。

(
10
)
福
山
敏
男

「般
若
寺

の
創

立
に
関
す
る
疑
問
」

(
『寺
院
建
築

の
研
究
』
上
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九

八
二
年
)
。

(
11
)
拙
稿

「長

屋
王
家
木
簡

か
ら
み
た
古
代
皇

族

の
称
号
」

(
『長
屋
王
家
木
簡

の
研
究
』
、
塙
書

房
、

一

九
九
六
年
)
。

(
12
)

田
中
重
久

「上
代
王
寺
盆
地

の
仏
教
文
化
」

(保
井
芳
太
郎
編

『大
和
王
寺
文
化
史
論
』
、
大
和
史
学

会
、

一
九

三
七
年
)
。
同

『聖
徳
太

子
御

聖
蹟

の
研
究
』

(全
国
書
房
、

一
九
四
四
年
)
三
三
八
頁
以
下

に
付
注
再
録
。

(
13
)
塚
口
義
信

「
茅
淳
王
伝
考
」

(
『堺
女
子
短
期
大
学
紀
要
』

二
五
号
、

一
九
九
〇
年
)
、
平
林
章
仁

「
聖

徳
太
子
と
敏
達
天
皇
系
王
族
」

(『
七
世
紀

の
古
代
史
』
、
白
水
社
、

二
〇
〇
二
年
)
。

(
14
)
澤

田
浩

「
『薬

師
寺
縁
起
』
所

引
天
武
系
皇

親
系
図

に

つ
い
て
」

(
『国
史
学
』

一
四
二
号

、

一
九
九

〇
年
)
。

(
15
)
奈
良
文
化
財
研
究
所

『大
和

吉
備
池
廃
寺
』

(吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
三
年
)
。

(
16
)
佐
伯
有
清

『新
撰
姓
氏
録

の
研
究
』
考

証
篇

一

(吉
川
弘
文
館
、

一
九
八

一
年

)
二
〇
四
頁
。

(
17
)
平
林
章
仁
注

13
論
文
。

(
18
)
大
脇
潔

「
尼
寺
廃
寺
考
」

(
『瓦
衣
千
年

森

郁
夫
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
』
、

一
九
九
九
年

)
。

(
19
)
同
右
。

(20
)
こ
の
三
寺
を
め
ぐ
る
諸
説
に

つ
い
て
は
、
大
脇
潔
前
注
論
文
、
伊
藤
敬
太
郎

・
竹
内
亮
注
4
論
文
参
照
。

(21
)
注

2
に
同
じ
。

(22
)
田
中
重
久
注

12
論
文
。

(23
)
福
山
敏
男

「
薬
師
寺

の
歴
史
と
建
築
」

(注

10
前
掲
書
)

一
八

二
頁
。

(24
)
伊
藤
敬
太
郎

・
竹
内
亮
注

4
論
文
。

(25
)
香

芝
市

二
上
山
博
物
館

『尼
寺
廃
寺

の
瓦
』

(山
下
隆
次
氏
執
筆
、

一
九
九
九
年
)
。

(26
)
坂
田
寺
が
、
坂

田
公
氏

の
氏
寺

で
あ

る
可
能

性
も
説
か
れ
る
が
、
同
氏
は
近
江
国
坂
田
郡
を
本
貫
と

す
る
氏
族

で
あ
り
、
飛
鳥
地
域

に
氏
寺
を
建

立
す
る
事
情
が
説
明

で
き
な

い
。

(27
)
福

山
敏
男
注

10
論
文
。

(28
)
同
右
。

(29
)
香

芝
市

二
上
山
博
物
館
注

25
前
掲
書

、
廣

岡
孝
信
他

「
達
磨
寺
第

一
四
次

・
片
岡
王
寺
跡
第

一
次
」

(奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

『奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
』
二
〇
〇
四
年
第
二
分
冊
、
二
〇
〇
五
年
)
。
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